
市民憲章の基本的考え方

１ 市民憲章制定の背景

横須賀市では、市民憲章については、今まで、自治体の基本方針や原則を定める基本構想そのものが市民憲章的性格を持つものであると考えてきた。しかし、21世紀を迎え、中核市への移行という大きな転機をきっかけに、市民が都市生活を営む道しるべとなる市民憲章を制定することにした。

２ 市民憲章の定義と位置付け

  市民憲章は、都市の理念やまちづくりの方向性を明らかにした、市民が都市生活を営む道しるべとなるもので、基本構想の上位に位置するものである。そして、市民、企業、行政のすべての行動の原点、規範である。

  市民憲章は、世代を越えて、共通認識として感じられ、次世代に継承できる内容とする。

３ 市民憲章の適用・周知

  市民憲章は基本構想の上位に位置するものとして、今後、政策・施策の方向性等を確認する際の拠り所となる。

  市民憲章を検討するにあたって、平成12年11月、第1次素案を公表し、市民意見を聴取した。また、市民参画の市民憲章検討委員会からの提言を受けて、制度化を進めているパブリック・コメント手続を活用して、広く市民から意見を求める。

  市民憲章制定後、広報よこすか、ホームページへの掲載を始め、本庁舎と各行政センターに掲示すると共に、ちらしを配布して周知する。
４ 市民憲章の構成・内容

  市民憲章は前文と本文から構成し、前文では、市民憲章作成の理由、目的、合意の範囲を定め、市民協働により魅力あるまちづくりを進める決意を述べる。本文は、5項目の箇条書きとし、共生、交流、創造、市民協働、国際性、自然、人権、歴史・文化、防災、福祉等をキーワードとして、横須賀市がめざすまちづくりの目標を示す。





































